
科目名

Subject

開講年次 1 開講時期 通年 単位 1単位

必修／選択 必修 授業形態 演習 時間 30時間

実践的教育

知識・技能 主体的行動力 課題解決能力
多様な価値観や考え
方を理解し、受け入

れる能力

日本の伝統と文化を
理解し、美意識を備
えて行動できる能力

美しく生きる力を
実践できる能力

◎ 〇 ◎ 〇

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復

習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

ゼミⅠ
教員名

河﨑・石川・橋・峯脇・
佐藤亮・中根・過足・阿部SeminarⅠ

×

主な学習効果

教材 必要に応じて提示します。

使用設備・備品 PC、CD、DVD、ビデオ再生機
教科書・教材

参考文献 必要に応じて提示します。

「美しく生きるために必要な能力を有し、美容を通じ広く国際社会に貢献しうる人材」になるために、
「美しい生き方」とはどのようなことなのかを考えます。具体的には自己と対峙し、学びから導かれる
ものを他者と共有することで、自らの「気づき」と、他者から得る「気づき」を集約します。そして美
道プロジェクトと連動し、多様な価値観を理解することで自他を受容します。

ゼミでは、学習サポート・生活サポートも視野に入れます。学習サポートでは、「学び」を振り返るこ
とを習慣化することで、理解出来たこと、実践できたこと等予習・復習状況も含め、確認することを繰
り返すことで、着実な成長を意識していきます。また生活サポートでは、日頃の学生の課題・問題解決
に向け、ゼミを担当する教員やゼミ生が互いにサポート役になることで、安心・安全な学生生活を送る
一助になり、個やチームの成長に繋げていきます。

対面授業を中心に授業展開しますが、時にオンライン授業(同時双方）を導入する回も想定することも
あります。その際は事前に通達します。

各自が履修している授業を毎週振り返ります。各ディプロマポリシーの「知識・技能」「主体的行動
力」「課題解決能力」「多様な価値観や考え方を理解し、受け入れる能力」「日本の伝統文化を理解
し、美意識を備えて行動できる能力」を履修科目から修得していることを確認することができます。具
体的な確認方法は、自分自身の振り返りや、第3者（ゼミ担任・ゼミ生）と共に共有し振り返ることで
多くの「気づき」を得たことを述べることです。そして自分と他者を受容し、主体的に自他に働きかけ
る力を培うことを目標とします。
また学習面では学びを振り返り、自己の成長を確認することで、週単位、月単位、期間単位の次なる目
標を掲げることです。そして生活面では、課題・問題を抱えた際は、解決に導く思考・方法を共に考
え、解決することも目標です。

毎回復習として、各ディプロマポリシーを再確認し、自分が到達しているルーブリックのステップを把
握します。その際1週間で科目を通して修得できた「内容」と「気づき」を記録します。加えて他者か
ら得た「気づき」を具体的に文字化し併せて記録として残します。また履修科目の予習・復習が実行で
きているか否かも自己チェックをします。予習としては次の1週間で、どのディプリマポリシーを意識
して行動できるかを考え、具体的目標を立てます。予習・復習に要する時間はおおよそ60分～90分とし
ます。

教科書 学修成果カルテの資料

なし

YAMANO 2021　

評価方法

授業での積極的参加態度30％、学習成果カルテの提出状況30％、レポート30％、予習・復習10％の比率
で評価します。

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

学生への
フィードバッ
クの方法

ミニ課題については次回授業時に総括コメントを返します。

必要の際には、個別にコメントを返します。

私語、居眠り、飲食、私的な携帯電話の使用、授業の妨げ等マナーに反する行為は退出を命ずることが
あります。自分の意見や他者への質問を積極的に出して授業参加することを望みます。



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回
オリエンテーション
自己紹介を行い、自己開示と他者を
知る。

他者とのコミュニケーションをと
り、相互理解の機会創出ができる。

ゼミの仲間の顔と名前を覚えること
と、予習としてDP1～6、ルーブリック
の内容を事前に読み、自分なりの解釈
をする。

第２回
DPを理解する。またルーブリックの
内容を把握し、卒業時のDP6の到達
点を確認する。

DPとは何かを理解し、卒業時までに
修得できる姿を予測することができ
る。

復習としてDP1～6を覚え、ルーブリッ
クの理解度を深める。予習は履修する
科目のシラバスを読み込む。

第３回 各履修科目のシラバスを理解する。
履修科目のシラバスを具体的に把握
し、学びを予測することができる。

復習として、各履修科目のシラバスの
理解度を深め、予習として履修科目毎
に修得目標をイメージする。

第４回
前期履修科目で何を学び修得するか
をペアワークで確認する。出席状況
や課題提出状況を振り返る。

パートナーと互いに必修科目・選択
科目の各期待と今後の成長をスター
ト時点で確認し、想像できる。

履修科目の修得目標を明確に記すこと
と、その中で科目を一つ選び、次週の
発表に備える。（パートナーは前期固
定）

第５回

各人が敢えて一科目を選び、修得へ
の期待をクラスで共有する。具体的
な科目からDPの修得を意識し、目標
を立てる。

前期の目標を掲げ、その目標をゼミ
内で共有し、自己・他者の価値観を
受容できる。

ゼミ生の発表を受け、他者からの「気
づき」を記録する。次回の学修成果カ
ルテデータ入力の仕方を、事前に確認
しておく。

第６回

6週間の授業からDPへの「気づき」
をゼミ内で共有し、初回の学修成果
カルテの入力・提出を行う。（第1
回）

履修科目で得た「気づき」を学修成
果カルテにデータ入力し提出するこ
とで学びを確認し、次の目標を立案
できる。

提出内容の再確認を行い、今後の具体
的行動を考える。

第７回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有し、学習成果を実
践できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第８回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人
（チーム）で共有し、学習成果を実
践できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。4人（チーム）は前期固定。

第９回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人（チー
ム）で共有し、自己成長を述べるこ
とができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。チームビルディングの内容を事前
に考える。

第１０回

4週間の授業からDPへの「気づき」
をゼミ内で共有し、2回目の学修成
果カルテの入力・提出を行う。（第
2回）

パートナーと互いに履修科目で得た
「気づき」を学修成果カルテにて学
びを確認することで、行動目標を立
案できる。

提出内容の再確認を行い、今後の具体
的行動を考える。チームビルディング
の内容を具体的に考え、発案する。

第１１回

チームビルディングを行う。ゼミ内
でイベント等対応するための話し合
いなどを行う。出席状況や課題提出
状況を振り返る。

自己と他者を受容し、アサーティブ
コミュニケーションを取ることがで
きる。

チームビルディングでの自分の役割を
振り返る。来週の目標を考える。

第１２回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有することができ、
チームビルディングの振り返りがで
きる。

アサーティブコミュニケーションとは
何かを考える。来週の目標を考える。

第１３回
4週間の授業からDPへの「気づき」
をゼミ内で共有する。出席状況や課
題提出状況を振り返る。

授業からの「気づき」をチームで共
有することで、自己・他者受容から
アサーティブコミュニケーションを
とることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第１４回

各科目の振り返りを各自で行い、自
己評価し、各DP1～5で修得できた項
目をあげてみる。出席状況や課題提
出状況を振り返る。

前期の振り返り、DPで修得できた項
目、修得するために努力した内容、
後期に繋がる課題を考え自己評価で
きる。

前期の振り返りを行い、自己評価・他
者評価を纏め、次週のゼミ内での発表
に備える。

第１５回

各自の修得した成果をゼミ内で個々
に発表し、自己肯定・他者理解を行
う。（第3回）前期の出席状況や課
題提出状況を振り返る。

各自の成果を発表し、学修成果カル
テを用いて前期の学びを確認するこ
とで、後期への学びのポイントを把
握できる。

提出内容の再確認を行い、後期に向け
ての具体的行動や目標を考える。

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１６回
前期の振り返りを再確認する。また
後期履修科目のシラバスを理解す
る。

履修科目のシラバスを具体的に把握
することができ、後期15回の授業の
展開を予測することができる。

各履修科目のシラバスの理解度を深
め、予習として履修科目毎に修得目標
をイメージする。

第１７回
後期履修科目で何を学び修得するか
をペアワークで確認する。

パートナーと互いに必修科目・選択
科目のそれぞれの期待と今後の成長
を確認し、述べることができる。

履修科目の修得目標を明確に記す。ア
サーティブコミュニケーションを意識
し、発言の準備を行う。

第１８回
学苑祭の話し合いをする。出席状況
や課題提出状況を振り返る。

自己と他者を受容し、アサーティブ
コミュニケーションを取ることがで
きる。

他者の意見を傾聴し、自分の考えを纏
める。自己の役割を認識し、具体的な
行動を考え、準備をする。

第１９回
学苑祭準備をする。出席状況や課題
提出状況を振り返る。

自己と他者を受容し、アサーティブ
コミュニケーションを取り、協働で
きる。

チームビルディングでの自分の役割を
振り返る。来週の目標を考える。

第２０回

学苑祭の振り返り、5週間の授業の
振り返りを行い、DP1~5の学び中
で、どのようなことを修得できたか
を考える。（第4回）

学苑祭でのチームビルディングを確
認し、パートナーとのセッション通
して修得状況を伝えることができ
る。（学修成果カルテ提出）

学修成果カルテの提出内容の再確認を
行い、今後の具体的行動を考える。

第２１回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有し、「気づき」を
述べることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。前期のパートナーから変更をす
る。

第２２回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、「気づき」を伝えることがで
きる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。パートナーは固定をし、一緒に組
むペアは毎回変更する。

第２３回

1週間の授業からDPへの「気づき」
をゼミで共有する。1週間の目標と
成果も意識する。出席状況や課題提
出状況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有し、相手の価値観
を受容できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２４回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、プレゼンすることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。パートナーは固定をし、一緒に組
むペアは毎回変更する。

第２５回

5週間の授業からDPへの自分の気づ
き・他者からの気づきをゼミで共有
する。（第5回）出席状況や課題提
出状況を振り返る。

パートナーと互いに履修科目で得た
「気づき」を確認し、次なる成長を
想像することができる。（学修成果
カルテ提出）

提出内容の再確認を行い、今後の具体
的行動を考える。

第２６回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有し、課題解決案を
立案できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２７回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、他者との比較ができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。パートナーは固定をし、一緒に組
むペアは毎回変更する。

第２８回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、他者の良い点を導入すること
ができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。パートナーは固定をし、一緒に組
むペアは毎回変更する。

第２９回
各履修科目の振り返りを各自で行
い、自己評価し、各DP1～5で修得で
きた項目をあげてみる。

後期・1年間の振り返り、DPで修得
できた項目、修得するために努力し
てきた内容、2年生に繋がる課題を
考え自己評価できる。

後期並びに1年間の振り返りを行い、自
己評価・他者評価を纏め、次週のゼミ
内での発表に備える。

第３０回
各自の1年間で修得した成果をゼミ
内で個々に発表し、自己肯定・他者
理解を行う。（第6回）

各自の成果発表を受け、自他の1年
間の学びを振り返り、自己評価・他
者評価することができる。

提出内容の再確認を行い、2年生に向け
ての具体的行動や目標を考える。

授業計画


